
読
者
に
応
え
る
・
つ
な
が
る
ペ
ー
ジ

／
疑
問
・
質
問
お
寄
せ
く
だ
さ
い

中
高
年
が
活
躍
す
る
「
シ
ニ
ア
劇
団
」
が
京
都
で

増
え
て
い
る
。
退
職
し
た
り
、
子
育
て
が
一
段
落
し

た
人
た
ち
が
劇
団
員
と
な
り
、
協
力
し
て
芝
居
を
作

る
。
指
導
す
る
演
出
家
は
「
初
心
者
で
も
人
生
経
験

が
引
き
出
し
と
な
り
、
役
や
芝
居
に
生
き
て
く
る
」

と
話
す
。
声
を
出
し
、
体
を
動
か
す
こ
と
で
気
が
若

く
な
る
と
い
う
声
も
。
旗
揚
げ
へ
新
人
募
集
中
の
劇

団
も
あ
る
。

（
三
好
吉
彦
）新たに旗揚げ 新人募集も

将
来
の
葬
式
に
来
て
も
ら
う
よ

り

今
元
気
に
頑
張
っ
て
い
る
晴
れ

台
を
見
て
ほ
し
い

京
都
市
左
京

区
の
池
田
忠
紀
さ
ん

は
笑
う

３
年
前
に
発
足
し
た
シ
ニ
ア
劇
団

空
い
ろ

に
入
り

左
京
西
部
い
き

い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の
毎
週

金
曜
昼
の
稽
古
に
励
む

年
１
回
の

公
演
に
は
妻
や
娘

孫
や
友
人
が
来

て
く
れ
る
の
が
楽
し
み

演
劇
経
験

は
全
く
な
か
っ
た
け
ど

チ
ー
ム
プ

レ
ー
で
芝
居
を
作
る
の
が
面
白
い
」

指
導
す
る
演
出
家
の
細
見
佳
代
さ

ん（

）

左
京
区

は
「
演
劇
は
、

人
前
に
立
っ
た
時
に
オ
ー
プ
ン
な
状

態
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
大
事
」
と
話

す
。
稽
古
で
は
、
最
近
思
っ
て
い
る

こ
と
を
叫
ぶ
発
声
練
習
を
し
た
り
、

ア
イ
デ
ア
を
言
い
合
っ
て
寸
劇
を
作

っ
た
り
、
心
身
と
も
は
き
出
せ
る
よ

う
に
す
る
。
「
何
を
言
っ
て
も
受
け

止
め
て
も
ら
え
る
雰
囲
気
を
つ
く
れ

ば
、
中
高
年
の
方
々
の
人
生
が
自
然

に
に
じ
み
、
味
に
な
る
。
実
際
の
人

間
関
係
も
う
ま
く
い
く
コ
ツ
が
身
に

つ
く
」

「
空
い
ろ
」は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
劇
研
（
左

京
区
）
が
運
営
す
る

代
以
上
対
象

の
シ
ニ
ア
劇
団
の
一
つ
。
劇
研
は
２

０
０
７
年
に
初
め
て
シ
ニ
ア
劇
団
を

設
立
。
今
で
は
「
星
組
」
（
稽
古
日

月
曜
昼
）、「
銀
宴
」
（
水
曜
昼
）

を
合
わ
せ
３
劇
団
が
左
京
西
部
い
き

い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
活
動
。

高
槻
現
代
劇
場
（
大
阪
府
高
槻
市
）

で
も
３
劇
団
を
立
ち
上
げ
た
。

講
師
は
各
劇
団
に
一
人
ず
つ
専
属

で
付
く
。

年
に
Ｏ
Ｍ
Ｓ
戯
曲
賞
大

賞
を
受
け
た
カ
ン
パ
ニ
ー
「
サ
フ
ァ

リ
・
Ｐ
」主
宰
の
山
口
茜
さ
ん（

）

や
、
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト
「
下
鴨
車
窓
」

の
田
辺
剛
さ
ん
（

）
ら
京
都
が
拠

点
の
演
出
家
ら
が
務
め
る
。

各
劇
団
と
も
定
員
は
十
数
人
。
年

１
回
の
公
演
を
開
く
。
今
年
２
月
に

は
落
語
を
基
に
し
た
「
地
獄
八
景
亡

者
戯

た
わ
む
れ」

を
「
星
組
」
が
府
立
文
化
芸

術
会
館
で
上
演
し
た
。
介
護
問
題
を

扱
う
劇
や
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
名
作
な

ど
、
劇
団
ご
と
に
作
品
や
雰
囲
気
も

異
な
る
。

４
月
末
に
は
劇
研
が
七
つ
目
の
劇

団
を
旗
揚
げ
す
る
。
６
、

日
の
両

日
午
後
３
〜
５
時
に
体
験
講
座
を
左

京
区
の
同
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。
新
劇

団
の
講
師
を
務
め
る
「
夕
暮
れ
社

弱
男
ユ
ニ
ッ
ト
」の
劇
作
・
演
出
家
、

村
上
慎
太
郎
さ
ん
（

）
は
「
楽
し

く
稽
古
が
で
き
、
演
じ
る
こ
と
が
楽

し
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

た
い
」
。

各
劇
団
と
も
入
団
費
６
千
円
、
練

習
費
月
６
千
円
（
公
演
参
加
費
は

別
）。劇
研
の
杉
山
準
事
務
局
長（

）

は
「
稽
古
日
や
講
師
な
ど
、
好
み
の

劇
団
を
選
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
す

る
。
劇
研
０
８
０
（
２
４
３
５
）
８

４
８
４
へ
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
塾
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
挑
む
シ
ニ
ア
劇
団
も
京

都
で
活
動
を
広
げ
て
い
る
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
発

起
塾
」
は
、
演
出
家
の
秋
山
シ
ュ
ン
太
郎
さ

ん
（

）
が
１
９
９
９
年
に
立
ち
上
げ
た
。

現
在
で
は「
夢
組
」（
稽
古
日

月
曜
昼
）
、

「
一
番
星
組
」（
月
曜
夜
）
、
「
輝
組
」
（
木

曜
昼
）
の
３
組
が
活
動
。
年
１
回
の
劇
場
公

演
に
向
け
て
、
鴨
沂
会
館
（
上
京
区
）
で
稽

古
を
続
け
て
い
る
。

各
組
と
も
定
員
十
数
人
。

〜

代
の
計

約

人
が
演
技
、
ダ
ン
ス
、
歌
の
練
習
に
励

ん
で
い
る
。
「

歳
か
ら
始
め
た
ら
１
０
０

歳
ま
で

年
あ
る
。
何
も
で
き
な
い
と
い
う

人
に
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
。
月
会
費
１

万
４
６
４
０
円
（
公
演
積
立
金
込
み
）
。
見

学
随
時
。
事
務
局
０
１
２
０
（
８
６
）
２
６

１
５
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
を
３
月
に
開
い
た

発
起
塾

の
メ
ン
バ
ー

府
立
文
化
芸

術
会
館

人生経験 芝居の味に

落
語
を
基
に
し
た

地
獄
八
景
亡
者
戯

を

今
年
２
月
に
演
じ
た
シ
ニ
ア
劇
団

星
組

の

メ
ン
バ
ー

上
京
区
・
府
立
文
化
芸
術
会
館

空
い
ろ

で
発
声
練
習
を
す
る
池
田
忠
紀

さ
ん

右
端

ら

左
京
西
部
い
き
い
き
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー

シニア劇団 空いろ の公演 中高年の再生を劇にした 京都市左京区
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穀
穀
穀
穀
穀
穀
穀
穀
穀
穀
穀
穀
穀
穀

国
内
外
に
多
く
の
フ
ァ

ン
を
持
つ
日
本
刺し

繡
し
ゅ
う

作

家
・
草
乃
し
ず
か
さ
ん

（

）
の
作
品
を
集
め
た

「
草
乃
し
ず
か
展

煌
き
ら
め

く

絹
糸
の
旋
律
」
（
京
都
新

聞
な
ど
主
催
）
が

日
、

京
都
市
下
京
区
の
美
術
館

「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で

始
ま
っ
た
。
色
と
り
ど
り

の
絹
糸
で
細
密
に
描
き
出

さ
れ
た
美
の
世
界
が
、
訪

れ
た
人
た
ち
を
魅
了
し
て

い
る
。

草
乃
さ
ん
は

歳
で
日

本
刺
繡
に
出
会
い
、
作
家

の
丹
羽
正
明
さ
ん
に
師

事
。
講
師
と
し
て
テ
レ
ビ

番
組
に
出
演
す
る
一
方
、

構
図
や
配
色
、
技
術
の
研

さ
ん
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で

に
国
内
各
地
の
ほ
か
英
国

や
台
湾
、
香
港
で
も
個
展

を
開
い
て
い
る
。

本
展
で
は
、
作
家
と
し

て
創
作
活
動
を
始
め
た

代
以
降
の
作
品
群
か
ら
約

２
０
０
点
を
展
示
。
季
節

に
合
わ
せ
て
出
展
さ
れ
た

桜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作

品
群
の
ほ
か
、
紫
式
部
や

楊
貴
妃
、
淀
君
な
ど
歴
史

に
名
を
残
し
た
女
性
た
ち

人
の
人
生
を
刺
繡
で
表

現
し
た
振
り
袖
が
関
心
を

集
め
、
来
場
者
は
作
品
に

顔
を
近
づ
け
て
一
針
一
針

施
さ
れ
た
刺
繡
の
緻
密
さ

に
感
じ
入
っ
て
い
た
。

４
月
９
日
ま
で
（
会
期

中
無
休
）
。
有
料
。

（
上
田
裕
子
）

絹糸の彩り細密な美
下京で 草乃しずか展

女性の生き方を刺繡で表現した振り袖に

見入る来場者たち 京都市下京区・美術館

えき ＫＹＯＴＯ 撮影・船越正宏

桜の眺めを楽しむ乗客を乗せて運航する琵琶湖疏水通船

日午後３時９分 京都市山科区 撮影・辰己直史

疏
水
船

年
ぶ
り
本
格
復
活

大
津

京
都
を
結
ぶ
琵
琶
湖
疏
水

通
船
の
本
格
運
航
を
祝
う
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

日
、
京
都
市

左
京
区
の
田
邉
朔
郎
像
前
の
広
場
で

あ
っ
た
。
こ
の
日
は
京
都
市
内
の
最

高
気
温
が

・
５
度
ま
で
上
が
り
、

乗
り
込
ん
だ
市
民
が
、
汗
ば
む
陽
気

の
な
か
満
開
の
桜
を
水
上
か
ら
楽
し

ん
だ
。

琵
琶
湖
疏
水
を
航
行
す
る
観
光
船

「
め
い
じ
」
「
へ
い
せ
い
」
は
、
左

京
区
蹴
上
と
大
津
市
の
乗
下
船
場
を

結
ぶ
ア
ル
ミ
製
の
船
で
、
昨
年

月

に
完
成
し
た
。
春
季
は
３
〜
５
月
、

秋
季
は

、

月
に
毎
週
２
〜
７
日

運
航
す
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

は
、
門
川
大
作
京
都
市
長
や
三
日
月

大
造
滋
賀
県
知
事
、
越
直
美
大
津
市

長
ら
約

人
が
出
席
。

年
ぶ
り
と

な
る
本
格
的
な
通
船
復
活
を
喜
ん

だ
。セ

レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
運
航
事
業

の
た
め
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た

市
民
ら

人
が
船
に
乗
り
込
ん
だ
。

今
年
初
の
夏
日
と
な
っ
た
こ
の
日
、

疏
水
沿
い
で
花
見
を
楽
し
ん
で
い

た
大
勢
の
観
光
客
が
、
水
面
を
優

雅
に
進
む
船
を
見
送
っ
た
。

日

か
ら
本
格
運
航
が
始
ま
る
が
、
５

月
ま
で
の
予
約
は
ほ
ぼ
埋
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。
秋
季
は
８
月

日

か
ら
予
約
を
受
け
付
け
る
。

（
太
田
敦
子
）

大津｜京都間 桜楽しむ

「読者に応える・つな

がるページ」が４月７日

から毎週土曜、地域プラ

ス面と情報ワイド面でス

タートします。ニュース

のここが分からない、も

っと深く知りたい―。そ

んな読者の声を基に、記

者が取材する新企画で

す。

応募は京都新聞社報道

部「読者とつながる」係

まで。住所、氏名、電話

番号を明記のうえ、記事

への疑問、質問、記者に

求める取材テーマを書い

て、ファクス 075252

5454 、はがき（〒604

8577 京都市中京区烏

丸通夷川上ル）、電子メ

ール（

）で、お

寄せください。
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